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豪州版「全国酪農家調査」結果の概要

　豪州における全国酪農家調査（NDFS : National Dairy Farmers Survey）は、酪農家の心理状態、酪農業界が
抱える諸課題に関する酪農家の見解および酪農家自身の経営意向を把握する手段として毎年実施されている。Dairy 
AustraliaによるNDFSは、酪農業界の噂話やその他の曖昧な情報を修正または補完するための確実なデータを提供し
ており、2022年の調査では700人（全体の約15％）の酪農家が調査対象となった。

１．収益性の改善が経営の選択肢を拡大
　2021年に実施されたNDFSでは、生乳生産量がほぼ安
定していることにより、酪農家の心理状態と酪農経営の
収益性が大幅に、かつ広範に改善されたという興味深い
調査結果が明らかになった。2022年のNDFSでも、この
傾向が継続していることが明らかとなった。
　直近の３年間における収益性の改善を経て、多くの酪
農家は個人的な願望または経営上の目標に沿った自由な
選択をできる立場にあるが、生乳生産の拡大が必ずしも
最優先目標であるとは限らないことも明らかとなった。
過去10年間における生乳生産量の推移は、良好な経営環
境に対する酪農家の反応に“ばらつき”があることをさら
に浮き彫りにした（表１参照）。時期あるいは地域によっ
て、生乳生産動向には違いがみられる。現時点では、生
乳生産の拡大が必ずしも最優先目標ではないように見ら
れる。同時に、2022年の調査では、中期的には酪農家の
多くが生乳生産の拡大を志向していることも示唆してい
る。

２．記録的な乳価によって酪農業界への信頼感が上昇
　酪農業界の景況に関する酪農家の信頼感は2015年以来
の最高水準にあり、2022年には10人中７人近く（68％）
が将来の景況について肯定的に感じている。酪農家の心
理状態は2021年からわずかな改善（+4％）にとどまっ
ているが、中期的な傾向では、2019年のほぼ記録的な低

水準から有意かつ広範な改善を示している。なお、2019
年の調査では、生産者乳価の下落に誘引された景況後退
に加え、深刻な飼料不足と非常に厳しい気象条件のため
に、酪農家の３分の１（34％）のみが酪農業界の好況を
信じているという結果であった。
　元来、酪農業界への信頼感よりも比較的高くなる傾向
にある酪農経営への信頼感は、2017年以来の高水準にあ
る。2022年には、酪農家の５人に４人（82％）が自分の
酪農経営の将来について肯定的に感じていると回答して
おり、2021年の調査に比べて２％の増加であった。これ
は、平均以上の収益性を確保した３年間を経験した酪農
家の占める割合が高かったことに対応していると言われ
ている（図１参照）。
　なお、豪州の８つの酪農地域における2022年の調査
結果を見ると、地域ごとの酪農家の心理状態の変化の
傾向にはほとんど差異がみられず、2021年以降におけ
る地域間の差異は統計的に有意ではない。このような状
況の中、West Vic Dairy地域（ビクトリア州南西部）、
Subtropical Dairy地域（クイーンズランド州および
ニューサウスウェールズ州北端）では、最も力強い改善
が見られたのに対して、Dairy SA地域（南オーストラ
リア州）は2021年よりも酪農業界の将来に対する信頼感
が低いと回答された唯一の地域である（図２参照）。なお、
図２および図３におけるGipps Dairyはビクトリア州東
端、Murray Dairyはビクトリア州北部とニューサウス

表１　豪州の州別生乳生産量の推移
単位：百万リットル、％

NSW Vic Qld SA WA Tas 全国
前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

2011/12 1,136 104.5 6,246 105.2 491 100.8 575 100.5 349 93.8 792 109.1 9,589 104.5
2012/13 1,137 100.1 6,076 97.3 465 94.7 542 94.3 349 100.0 765 96.6 9,334 97.3
2013/14 1,124 98.9 6,174 101.6 446 95.9 525 96.9 342 98.0 810 105.9 9,421 100.9
2014/15 1,184 105.3 6,411 103.8 422 94.6 530 101.0 367 107.3 891 110.0 9,805 104.1
2015/16 1,198 101.2 6,249 97.5 421 99.8 538 101.5 392 106.8 883 99.1 9,681 98.7
2016/17 1,141 95.2 5,732 91.7 425 101.0 497 92.4 385 98.2 836 94.7 9,016 93.1
2017/18 1,144 100.3 5,979 104.3 399 93.9 505 101.6 385 100.0 913 109.2 9,325 103.4
2018/19 1,094 95.6 5,576 93.3 359 90.0 497 98.4 374 97.1 910 99.7 8,810 94.5
2019/20 1,054 96.3 5,625 100.9 315 87.7 489 98.4 364 97.3 950 104.4 8,797 99.9
2020/21 1,075 102.0 5,651 100.5 309 98.1 500 102.2 362 99.5 961 101.2 8,858 100.7

資料：Dairy manufacturers
注）表頭の州表示は、NSW：ニューサウスウェールズ、Vic：ビクトリア、Qld：クイーンズランド、SA：南オーストラリア、
　　WA：西オーストラリア、Tas：タスマニアである。
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ウェールズ州南西部の酪農地域である。
　さらに、過去10年間のNDFSデータを分析すると、経
営環境の継続的な変化に対する多様で一貫性のない酪農
家の反応が確認され、将来の調査結果は予測し難くなっ
ている。つまり、2013年から2017年にかけて酪農家の心

理状態は着実に低下したが、一方で、生産者乳価を如実
に反映して、この間に経営を拡大している酪農家の割合
は非常にゆっくりではあるが上昇した。対照的に、2018
年から2019年にかけては生産者乳価の改善にもかかわら
ず、酪農業界への信頼感が記録的な最低水準近くまで低

下したため、飼料不足と高い生産コスト
に結び付く厳しい気象条件の影響をより
強く受けた。このような状況の中、酪農
家は生産コストを削減し、生乳生産の拡
大を最低レベルに止めたため、酪農業界
の発展にブレーキがかかった。
　すでに述べたように、2020年から2022
年までの調査では、酪農業界と酪農経営
に関する酪農家の心理状態は着実に改善
した。生産者乳価が比較的安定していた
ため、より多くの酪農経営が拡大段階に
入っているはずである。しかし、酪農家
の心理状態の変化とは矛盾しているよう
に見えるが、労働力が不足し続ける中で、
牛群の再構築により生産効率が改善され
る状況であったとは言え、短期的には、
酪農経営がより高い水準の生産規模に成
長することは遅れている。興味深いこと
に、多くの産業の中で酪農に従事する労
働力の占める割合は、経営環境の変化に
関係なく、ほぼ一定水準に保たれている。

３．収益性の向上が経営投資を促進
　比較的良好な経営環境の下で、調査回
答者の少なくとも80％が過去3年間に利
益を確保できた。収益性の高い酪農家の
割合が全国的に増加しているだけでな
く、調査回答者の少なくとも50％が、こ
の３年間のそれぞれの年について、それ
以前の５年間の平均利益水準を上回った
と報告している。
　2020/21（７月～翌年６月）会計年度
では、収益性の高い酪農家の占める割合
は引き続き拡大しており、全体の88％
が利益を確保している。これは2019/20
年度から８ポイントの増加である。続く
2021/22年度の経営も楽観的であり、調
査回答者の90％が利益を確保できると予
想している。2020/21年度に利益を確保
した酪農家および2021/22年度に利益を
確保する予想の酪農家が占める割合を酪
農地域別にみると図３のとおりである。
生産者乳価の安定と生産コストの削減
は、一貫して高い利益を生み出すのに役
立ち、とくに購入飼料への依存度の低下
が利益の増加を支えている。過去２年間、
生産コスト削減のため、酪農家の４分の
３が牛群を通年放牧することができたと
している。
　収益性の向上によって、過去数年間に
酪農家の少なくとも90％が経営にある程
度の投資を行い、それは経営を継続的に
改善することに貢献している。この利益
を確保した期間において、酪農家が経営
または個人の目標に沿った様々な選択を
検討することを可能にしたことは明らか
である。
　大多数の酪農家が2022年から2024年の
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間にも経営への投資を行う計画を有している。具体的に
は、平均以上の利益を確保している酪農家、つまり調査
回答者の10人に６人（63％）の主な優先事項は、農場の
メンテナンス、設備、技術への投資である。なお、一部

（24％）の酪農家は、経営のＭ＆Ａ（合併・買収）また
は安定性を最優先事項と考えており　、債務の削減は比
較的少数の酪農家（21％）にとって重要であると考えら
れている。
　他方、調査回答者の５人に１人は、より多くの牛を購
入したり、土地を取得したりすることで経営を成長させ
ることに焦点を当てている。この経営発展計画は、収益
性が平均をわずかに下回ると報告されている地域にも関
わらず、Murray Dairy地域とSubtropical Dairy地域の
酪農家の中で最も明白である。調査データによると、こ
れら地域の酪農家はより多くの自給飼料の栽培、飼料給
与体系の変更、肉牛飼育や他の農業への多角化を検討し、
労働時間の削減や休暇の取得などライフスタイルの変革
を選択している。

４．肥料、燃料、労働力が現在の最大懸念材料
　酪農家の心理状態と酪農経営の収益性に関する調査結
果は、豪州の酪農業界がどのような方向に進んでいくか

を示唆しているが、同時に、酪農家が直
面している継続的な課題を明らかにして
いる。
　2021年におけるNDFSの結果は、酪農
家にとって異常気象の問題が最も懸念さ
れていることを示している。南オースト
ラリア州、クイーンズランド州、ニュー
サウスウェールズ州で深刻な洪水が発生
し、タスマニア州北西部では最も乾燥し
た夏の状況が報告された。また、西オー
ストラリア州は山火事の脅威に直面して
おり、数ヶ月の間に豪州全土でさまざま
な異常気象に起因する災害が発生してい
る。
　2022年の調査では、最近の異常気象関
連の課題にもかかわらず、生産コストの
上昇が最大の懸念材料となっており、調
査回答者の57％が今後６ヶ月間でこれが
最も重要な課題になると予想している。
酪農地域別にみると、ビクトリア州南西
部、ビクトリア州東端、西オーストラリ
ア州において、生産コストの上昇を懸念
している酪農家の占める割合が60％を超
えている（図４参照）。生産コストのう
ち肥料費と燃料費の上昇は、それらの入
手可能性を低減しているが、ロシアのウ
クライナ侵攻に起因する問題である。
　また、新型コロナウイルス（COVIT-19）
感染症の世界的な拡大にともなう移動制
限によって、労働力の確保可能性につい
ての懸念が全国の酪農地域に広まってお
り、酪農家の3分の1が今年最大の課題と
して指摘している。労働力の供給面に関
する継続中の問題について５人に１人以
上（23％）の酪農家が、労働力不足のた
めに過去12ヶ月間に牛群規模を縮小した
と回答しており、これが酪農経営の成長
を制約していることが分かる。労働力確
保に関する懸念は広範囲に及んでいる
が、最新のデータは、西オーストラリア
州の酪農経営と各州の大規模酪農経営が

労働力確保を最大の課題であることを示唆している。

５．今後3年間は生乳生産拡大の見通し
　酪農経営をめぐる現在の課題や、現在行われている経
営に関する意思決定に関わらず、約半数の酪農家は今後
３年間に生乳生産量が増加するという楽観的な見方を
している。2024/25年までに調査回答者の４分の１以上

（27％）が牛群規模の拡大を考えており、47％は生乳生
産量が増加すると予想している（図５参照）。
　地域別にみると、生乳生産量の増加に肯定的な意見
は、Murray Dairy地域、ニューサウスウェールズ州、
Subtropical Dairy地域およびタスマニア州の酪農家や、
500頭以上の搾乳牛群を保有する大規模な酪農家の中で
より強い。これと比較して、西ビクトリア州、南オース
トラリア州、西部酪農地域の酪農家は、今後数年間にお
ける経営の安定性を重要視する可能性が高い。つまり、
今後３年間の景況見通しを踏まえ、最近の利益を農場の
メンテナンス、設備または新技術に投資するという酪農
家の意向は、中期的には経営規模の拡大、短期的には経
営の最適化と効率化という慎重かつ戦略的な計画を示唆
している。


